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幼稚園 Kindergarten 初等部 Elementary School

岩佐 大助 中等部教諭

西野 優花 中等部3年

いつまでも、愛とともに

そばにいてくださる神様

　「神は、その独り子をお与えになったほどに、世
を愛された。独り子を信じるものが一人も滅びな
いで、永遠の命を得るためである。」（ヨハネ3：16）
　この聖句はクリスマスのためのものだと思って
いました。けれど中等部3年間で失敗した時や、自
分自身が嫌いになる時でも、どんな自分でも神様
は受け入れてくださっていると感じられる聖句に
なりました。フットプリントの詩のように、神様が
私といつも一緒にいて励まし続けてくださる経験
をしたからです。「優花は神様の宝物」と教えてく
れた闘病中だった祖母。コロナ禍で会えず、病院
ではテレビ電話もできません。私が今までで一番
お祈りした時期でした。
　今、祖母は天国にいて、お祈りが全て私の望み
通りにはなリませんでした。ですが、毎日の礼拝で
聞くメッセージや賛美歌に共感することもあり、悲
しく心細い時にも神様を身近に感じ、自分でも不
思議ですが、受け入れることができました。これか
らも、神様に導かれて祈りつつ歩んでいきたいと
思います。

中等部 Junior High School

井川 比奈子 高等部教諭杉田 輝星 高等部3年
み言葉を握って進む言葉の力

　高等部での学校生活を通して、皆さん
は多くのみ言葉に触れてきました。「あ
なたは高価で貴い」「自分のように隣人
を愛しなさい」「耐えられない試練はな
い」「いつも喜んでいなさい」…。たくさ
んのみ言葉の中で、あなたの心に残っ
ているものは何でしょうか。その言葉
は、永遠に変わることのない、力ある生
きた言葉であり（Ⅰペテロ1:24,25、ヘブ
ライ人への手紙4:12）、あなたを愛する
神からの贈りものです。
これからの道には困難も、コロナのよう
に予想外で思い通りにいかないことも
あるでしょう。そのような時、心に蓄えら
れたみ言葉は、きっと力と勇気を与えて
くれます。卒業しても皆さんがみ言葉を
握り、新しい道を力強く進んでいってく
れることを心から願っています。

　3年間の高等部生活は一瞬でした。コロナで多
くのことが制限されましたが、限られた環境の中
でも学校に通えたことに感謝したいです。
　私がコロナ禍を乗り越えられたのは、「明日の
ことまで思い悩むな。明日のことは明日自らが思
い悩む。その日の苦労は、その日だけで十分であ
る。」(マタイ6:34)という聖書の言葉が心の支えに
なったからだと思います。
　私は水泳部で部長を務めていました。部長とし
ての1年間は大変なことばかりで、特にコロナに
よって部活動が禁止・制限されていた時は、自分
を含め部員のモチベーションを保つために非常
に苦悩しました。しかし、この聖句を知ってから
は、活動ができるかどうかや大会の有無といった
ことを考えるのではなく、今どうするべきかを考え
る必要があると気づくことができ、最後は全てや
りきって引退することができました。
　高校2年と3年で礼拝委員だったということもあ
り、聖書の言葉に触れ
ることが多く、とても励
まされました。大学生
になってからも、新た
なことに挑戦していく
上で、様々な困難に直
面すると思います。そ
んな時に、高等部の礼
拝で聞いた聖句やお
話を思い出して、自分
の人生をより豊かにし
ていきたいです。

高等部 Senior High School

高等部卒業礼拝

横堀 昌子 元・女子短期大学子ども学科教授　　
（現・大学コミュニティ人間科学部　教授）

古田 しおん 女子短期大学専攻科子ども学専攻
「始まりの旅」への祈り歩んでいこう

女子短期大学 Women’s Junior College

総合科目　子ども（紙コップのワークショップ） 美術特別演習（クリスマスリース制作）

尾作 菜々子 大学教育人間科学部教育学科4年

塩谷 直也 大学宗教部長

やってはいけない
苦労がある

受ける側から与える側へ

　「苦労は買ってでもしろ」との言葉があります。
確かに若い時の苦労は、後々役に立つものです。
私自身も20代、30代の苦労が今の実りになって
いることを痛感します。卒業生の皆さん、苦労を
避けず正面から立ち向かってくださいね。
　ただ世の中には「買ってはいけない苦労」があ
ります。それは「私さえ我慢すればうまくいく」と
自分に言い聞かせる苦労です。この手の苦労は
日々自分を痛めつけ、辱めます。苦労するほど自
分のことが嫌いになり、周囲への怒りと憎しみを
育て、やがてあなたの生きる力まで奪われます。
　いいですか、あなた一人が我慢しても現実は
変わりません。周囲はあなたが我慢していること
など気にも留めません。どうせ背負う苦労なら、
「私はもう我慢しま
せん。傷ついてい
い人など一人もい
ません。私は自分
を守ります」と発言
し行動する苦難、
「十字架」を選びな
さい。その時、神様
に造られ、愛されて
いる本来のあなた
が輝き始めます。
　主が共におられ
ます。お元気で。

　私は、中高大の10年間、キリスト教学校に
通ったことになります。キリスト教は愛に溢
れています。私は大学生活の中で沢山の愛
に触れてきました。尊敬できる学科の友人・
ボランティア先で出会った人 ・々趣味を共有
したサークルの友人。このような人々との出
会いを通して多様な価値観に触れながら、
人間関係の中に成り立つ愛の素晴らしさを
感じました。しかし、3・4年の時期はコロナ
禍で何気ない人間関係を持つことが困難に
なりました。人が直接関わるからこそ生まれ
る温かい感情が私は好きなのだと改めて実
感させられました。
　流動的な青学生活の中で、私は愛を具現
化できる小学校教員を志すようになりまし
た。「We all gifted」これは私の好きなアー
ティストの歌の歌詞です。人にはそれぞれ
賜物が与えられています。しかし、その賜物
が陰に隠れ上手く活かせない人もいます。
これからは、子どもたち各々の賜物を見出
し、最適なかたちで活かし、それを愛するこ
とのできる教師になりたいと切に願います。

大学 University

丸山 春佳 初等部教諭木佐貫 謙 初等部6年
たくさんのお祈り初等部で学んだこと

　みなさんと出会ったのは、４年前。
何事にも目をきらきらと輝かせて取り
組むかわいい姿が、目に焼き付いてい
ます。そして卒業を目前にした今、背丈
ものび、最上級生らしい行動ができる
ようになったみなさんの姿は、とても
眩しく見えます。
　2年前、私は産休を取りました。私と
お腹の赤ちゃんのことを、毎日のお祈
りに加えてくれましたね。最後は、「神と
もにいまして」の讃美歌を歌って送り
出してくれました。娘が無事生まれてく
るまで、不安なことや大変なこともたく
さんありましたが、みなさんのお祈り
や歌声を思い出すたびに「私にはお祈
りしてくれる子どもたちがいるから大
丈夫。」と思うことができました。本当
にありがとう。
　初等部から巣立った後も、たくさん
のお祈りがみなさんを支えてくれます。
だから、どんな時も安心して歩んでく
ださい。そして、誰かのためにお祈りで
きるみなさんのままでいてください。
ご卒業、おめでとうございます。

迫田 敏幸 幼稚園年長組担任
矢部 尚子 幼稚園年長組担任

岸本 あづさ 幼稚園保護者会会長

ゆり組きく組の皆さんへ

卒園に寄せて

　僕は初等部に入学してすぐにこの学校が好きに
なりました。その理由の一つとして先生が子どもと
一緒に遊んだり、子どもの遊びを見守ったりしてく
れて安心したというのがあると思います。
　僕が初等部生活で苦手だったものは宿泊行事で
した。でも、そのおかげで自然を通して神さまの恵み
を感じられました。また、宿泊行事があったからこそ
荷物整理を含む自立を学びました。
　神さまは僕にとっていつも見守っていてくださ
る存在です。そのため、僕は低学年の頃苦手だっ
た水泳等の心配なこと、不安なことがある度にい
つも神様にお祈りをして頑張ってきました。
　初等部で学んだ、五つのおやくそくや聖書の「人
にしてもらいたいと思うことはなんでも、あなた方
も人にしなさい。」は初等部生活で少しはできたか
なと思うので、これを中等部やその先でも生かして
いきたいです。
　6年間通い続けた初等部と別れるのは寂しいで
す。将来、教師になってこの初等部に戻ってきたい
と思います。

　聖書のコリント信徒への手紙 Ⅰ 13章4節に、
「愛は忍耐強い」とあります。
　73期の皆さんにとって、中等部生活のうち1
年生学年末からの約2年間は、忍耐が必要な期
間だったと思います。コロナ感染症のために
数々の学校行事が中止・縮小され、日常生活で
も休み時間やクラブ活動に至るまで、多くのこ
とが制限されてしまいました。しかしそんな中
でも73期生は卑屈になることなく、この状況下
でできることを考え、それにとても前向きに取
り組んでくれました。そんな姿を目にする度に、

私は「なんて素敵な生徒たちなのだろう」と
思ってきました。
　まだ完全に鎮まることのないコロナの不安
の中、3年間でたくましく成長した73期生は、そ
れぞれの新しい環境に飛び立ちます。そんな
73期生を、皆さんの「愛」を感じながら共に過
ごした我々中等部の教員は、いつまでも応援し
ています。
　これからも「愛」が溢れる素敵な皆さんであ
ることを願いつつ、心から、ご卒業おめでとうご
ざいます。

　巣立ちの春を心よりお祝いします。青短の学生
募集停止を知りながら入学された皆さん。「間に
合ってよかった」とも聞きました。この時期だから
こそ、学生・教職員がより近しく語らい、創り出せ
た営みのすべてを誇りに思い、深く感謝します。
　人が育ちゆくことや紡ぎあう暮らしの奥深さ
に出会い、人間社会を探求する。新しい文化を
他者とともにしなやかに創造する。心を動かし
育んだ日々は何と豊かに彩られたことでしょう。
「わたしは、こう祈ります。知る力と見抜く力とを
身に着けて、あなたがたの愛がますます豊かに
なり、本当に重要なことを見分けられるように」
（フィリピの信徒への手紙1章9-10節）。私たちに
未来から寄せられる期待が香り立ちます。ここま
で元気よく駆け抜け、世界で活躍する6万人を超
える青短卒業生の輪に加わる皆さん。つながり
はすでに在り、一人ひとりが「青短」です。だから
大丈夫。翼の力を確かめ、行ってらっしゃい！　
いかなるときも顔を上げ、新しい可能性に満ち
た「始まりの旅」に。

　「青短最後の学生」と言われた生活も終わりに
近づき、皆が新しい地へ向かって行こうとする今、
青短という学びの場もファイナルステージを迎え
ようとしています。
　多くの学生が通ったキャンパスも今年度は40
数名になっていました。校舎がガランとすると思
いきや、大学に行く度いつも誰かの笑い声が聞こ
え、先生や副手さんが私たちを気にかけ、暖かく
迎えてくれました。心地よく暖かい私のホームだ
と何度も思わされました。
　だからこそ、「ただいま」と帰れる場所がなくな
ることは寂しく、不安も感じます。けれど、ここで学
んできたかけがえのない日々の積み重ねは私た
ちの心の中で生き続けます。「あなたが何を考え
てきたか　それがいまのあなたそのもの」(谷川
俊太郎「こころの色」、『すこやかに おだやかに し
なやかに』佼成出版社、2006年)。私たちが学び得
てきたものはこの先も輝き続けることでしょう。
　さあ「地の塩、世の光」として、それぞれが遣わ
される場で、賜物を活かし歩んでいこう。感謝を胸
に、そう思います。

　皆のアイディアが詰まった「ゆりきくの日（宿
泊行事の代わり）」や「あおりんぴっく（運動
会）」。年長組になると、友だちと気持ちを合わ
せて作り上げていくことがこんなにもできるの
だなと感心して過ごしていました。
「ゆりきくみんなのうた」は、皆で歌詞を考えまし
たね。
「1人よりも2人、皆とやるから楽しい」
「喧嘩もたくさんしたけれど、仲直りをすると
もっと仲良くなれる」
「友だちといると心強い」
　どの言葉も友だちへの想いが詰まっていて、
一人ひとりが大切な仲間として歩んでいるのだ
なと感じました。
　皆さんは1人ではありません。友だちがいま
す。家族がいます。そしてあなたのことを愛して
くださる神さまがいつも手を握って一緒に歩い
てくださっています。
　安心して歩んでいってください。でももし寂
しいことや困ったことがあったらいつでも幼稚
園にきてください。皆さんのことをいつもお祈
りしている先生たちが待っています。
　ご卒園おめでとうございます。

　陽春の暖かな日差しの中、緊張と期待を
胸に入園したのがつい先日のことのように
感じます。卒園までの三年間は本当にあっ
という間でした。
　恥ずかしがり屋で上手におしゃべりがで
きなかった年少さん。お友達と仲良くでき
ているかしら？  毎日心配でたまりませんで
した。
　大好きなお友達が増えた年中さん。ブラ
ンコやおうちごっこ、泥団子にも挑戦しま
した。
　お友達と協力して一から作り上げた年長
ゆりきくの日。素敵な役がたくさん増えた
ページェント。子どもたちの讃美歌の純粋
な歌声に涙が溢れました。
　毎日繋いだ温かい手からたくさんの元
気をもらいました。今、大きくなったその手
で大きな夢をつかめるよう、これからも一
番近くで見守り続けていきたいです。
     神様にまもられて過ごした三年間。子ど
もたちにたくさんの愛をくださった先生
方。共に子どもたちの成長を見守り続けた
保護者のみなさま。全ての方に感謝を申し
上げます。


